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 １．民族意識発生の萌芽 
 西洋音楽の歴史の中で最も早い時期に民族意識を表明したのは、クラウディオ・モ
ンテヴェルディ Claudio Monteverdi (1567-1643)であるということができよう。よく知
られているように、彼は《５声マドリガーレ集第５巻 Il Quinto Libro de Madrigali a 
Cinque Voci》(1605)*1において、「音楽が歌詞の上に立つ」第１作法 Prima Prattica と




識の発現」とはいえない。しかし、２年後の 1607 年に出版された《三声の音楽の諧謔 
Scherzi musicali a tre voci》*3に、モンテヴェルディの弟ジューリオ・チェーザレ Giulio 
Cesare Monteverdi (1573-1630/31)が「彼〔＝クラウディオ〕のマドリガーレ集第五巻に
おいて出版された手紙についての注釈 Dichiaratione della lettera stampata nel quinto libro 
de' suoi madrigali」を掲載しており、これと合わせて読むことによって「民族意識の発
 
*1 マドリガーレ集の初版および第２版の楽譜は以下に示す IMSLP のサイトで見ることができる。 
http://ks.imslp.net/files/imglnks/usimg/2/24/IMSLP37019-PMLP82328-Monteverdi_Madrigals_Book_5.pdf 




Caraci, Maria ed. 1984 "Claudio Monteverdi: Madrigali a 5 voci, libro quinto" (Venetia: R.Amadino, 1605), 
Cremona: Fondazione Claudio Monteverdi (Instituta et monumenta Ser.1. Monumenta; v.5. t.6. Opera omnia / 
Claudio Monteverdi). 
Malipiero, G. Francesco ed. c1926? "Claudio Monteverde: Il quinto libro de madrigali a cinque voci" (Venetia: 
Ricciardo Amadino, 1606), Wien: Universal Edition (Tutte le opere di Claudio Monteverdi t.5.). 
*2 序文はゴンザーガ公への献呈文であり、「宣言」は「勤勉な読者へ Studiosi Lettori」と題され、各パ
ートブックの巻末に跋文として掲載されている。なお、大愛崇晴による邦訳が存在する（大愛 2009: 
138-137）。 




Dobbins, Frank ed. 2002 "Claudio Monteverdi: Scherzi musicali a tre voci" Cremona: Fondazione Claudio 
Monteverdi (Opera omnia Claudio Monteverdi t.7). 
Malipiero, G. Francesco ed. 1926 "Claudio Monteverd: Canzonette e Scherzi musicali" Wien: Universal Edition 
(Tutte le opere di Claudio Monteverdi t.10). 
 












 民族様式の使い分けは、例えばヨハン・セバスティアン・バッハ Johann Sebastian Bach 
(1685-1750)やフランソワ・クープラン François Couperin (1668-1733)に見られる。バッ
ハは《クラヴィーア練習曲集第２巻 Zweyter Theil der Clavier Ubung》(1735)に《イタリ
ア協奏曲 Concerto nach Italiœnischen Gusto》と《フランス風序曲 Ouverture nach 
Französischer Art》の２曲を収め、両様式を対比している。一方クープランは《コレッ









ソーJean-Jacques Rousseau (1712-78)の『フランス音楽に関する手紙 Lettre sur la Musique 
Françoise』に至る*4。 
 
*4 ブフォン論争については海老澤敏 1979、同 1981、内藤義博 2002 に詳しい。また、『フランス音楽に
関する手紙』は海老澤による訳を読むことができる（白水社版『ルソー全集』第 12 巻）。 
 






いえる（礒山 1989、吉田 2013a）。 
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・ペーター・シュルツ Johann Abraham Peter Schulz (1747-1800)はそこで求められている
歌いやすさを「民謡調 Volkston」という言葉で表現したのである。彼は《民謡調歌曲
集 Lieder im Volkston》を出版し、その第２巻の序文において民謡調の条件として親し
みやすさ、「既知の見かけ der Schein des Bekannten」を提唱している。 
 この考え方は彼の盟友ヨハン・フリードリヒ・ライヒャルト Johann Friedrich Reichsrdt 
(1752-1814)にも受け入れられ、ライヒャルトも様々な「民謡調リート」を残した（村
田 2016: 16-17）。それどころか、この考え方は 19 世紀になっても受け継がれ、フリー





かった*6。それどころか、アヒム・フォン・アルニム Achim von Arnim (1781-1831)とク
レメンス・ブレンターノ Clemens Brentano (1778-1842)が編集した『子どもの不思議な
角笛 Des Knaben Wunderhorn』にも歌詞だけが掲載され、楽譜が一つも載っていないこ
とから考えると、19 世紀に入っても興味の対象は民謡詩に限られていたといってよい




ったようだ。ゴットフリート・ヴィルヘルム・フィンク Gottfried Wilhelm Fink 
(1783-1846)の『ドイツ家庭音楽の宝 Musikalischer Hausschatz der Deutschen』(1842)を皮
切りに、ルートヴィヒ・エルク Ludwig Erk (1807-83)の『ドイツ歌曲の宝 Deutscher 
Liederhort』(1856)、アウグスト・ヘルテル August Härtel ( ? - ? )の『ドイツ歌曲事典
 
*6 ライヒャルトは彼が主宰する雑誌『音楽芸術誌 Musikalisches Kunstmagazin』の第１巻(1782) 99-100












ン・ツッカルマリオ Anton Wilhelm Florentin von Zuccalmaglio (1803-69)が編纂した『旋
律付きドイツ民謡集 Deutsche Volkslieder mit ihren Original-Weisen』(Berlin, 1840)にはツ
ッカルマリオが創作した旋律が含まれているという（シャーデ 1978: 32-34）。 
 ツッカルマリオの責任ではないが、フランツ・リスト Franz Liszt (1811-86)の《ハン
ガリー狂詩曲 Ungalische Rhapsodie》やヨハネス・ブラームス Johannes Brahms (1833-97)
の《ハンガリー舞曲集 Ungalische Tänze》WoO1 (1868-80)において彼等がハンガリー民
謡だと思い込んでいた旋律には、ハンガリー周辺に住むロマ族の旋律が紛れ込んでい
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謡とされていた曲であっても何回も録音し、それらに見られる微妙な差異を記録しよ












19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて活躍したマーラーも歌曲集《子どもの不思議な角








 民謡旋律は様々な曲の中にも引用される。ブラームスの《大学祝典序曲 Akademische 
Festouverture》op.80 (1881)のように曲中の一部で用いることもあれば、ドホナーニ・エ
ルネ Dohnányi, Ernő (1877-1960)の《パストラーレ：ハンガリーのクリスマスの歌〈天
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なる旋法やリズム、音楽構造を利用するという態度も見られる。例えばバルトークの
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